
がつ

　障害者差別解消法では、一般の住民のみなさんに課せられる義務や罰則はありません。ただ、差別
をなくし、豊かな共生社会を実現するために、次のような具体例を参考にして助け合いましょう。

住民のみなさんにできること
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ゆた きょう せい  しゃ かい じつ げん つぎ ぐ   たい れい さん こう たす あ
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みんなが一緒に

尼崎をつくろう！
学ぶ、働く、暮らす

障害のある人への差別をなくそう

いっしょ

まな

しょうがい さべつ

あまがさき

はたら く

ひと

誰
だれ

もが、その人
ひと

らしく自
じ

立
りつ

して安
あん

心
しん

に暮
く

らすことができる共
きょう

生
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社
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会
かい
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じつ

現
げん

へ
　わたしたちのまち尼

あまがさき
崎市

し
にはさまざまな人

ひと
が暮

く
らしています。誰

だれ
もが学

まな
び、働

はたら
き、暮

く
ら

す権
けん
利
り
を持

も
っています。しかし、障

しょう
害
がい
のある人

ひと
には、日

にち
常
じょう
生
せい
活
かつ
や社

しゃ
会
かい
参
さん
加
か
をさまたげる障

しょう

壁
へき
や差

さ
別
べつ
があります。

　誰
だれ
もがお互

たが
いの人

じん
格
かく
と個

こ
性
せい
を尊

そん
重
ちょう
して支

ささ
え合

あ
う「共

きょう
生
せい
社
しゃ
会
かい
」を実

じつ
現
げん
するためには、障

しょう
害
がい

を理
り
由
ゆう
とした差

さ
別
べつ
をなくすことが必

ひつ
要
よう
です。市

し
民
みん
一
ひと り
人ひとりが障

しょう
害
がい
の理

り
解
かい
を深

ふか
め、誰

だれ
もが

暮
く
らしやすい豊

ゆた
かな社

しゃ
会
かい
をつくっていきましょう！

　　 尼崎市
あまがさきし
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　障害者差別解消法は、平成２８年 4 月からスタートした法律で、国や市区町村といった行政機関や、
会社やお店などの民間事業者の、障害がある人に対する「障害を理由とする差別」をなくすための決ま
りごとを定めています。障害のあるなしにかかわらず、すべての人がお互いの人格と個性を尊重し合い
ながら、共生できる社会をつくることを目的としています。
対象となる「障害のある人」とは？
　身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）、そのほか心身の機能の障害があり、障害や
社会的障壁※によって日常生活や社会生活が困難になっている人です。障害者手帳をもっていない
人も含まれます。
※社会的障壁とは、障害のある人にとって日常生活や社会生活を送る上で妨げとなる事物・制度・慣行・観念な
どさまざまなもののことです。

　障害者差別解消法の事業者は、目的の営利・非営利、個人・法人の別を問いません。一般的な企業
やお店だけでなく、個人事業者や社会福祉法人、特定非営利活動法人なども対象となります。
　事業を継続する上で過重な負担とならない範囲で、次のような具体例を参考にして、合理的配慮に取
り組みましょう。また、事実上の平等となる優遇措置は、法的差別にはなりません。
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しょう
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しょう
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やサービスの提
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供
きょう
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きょ

否
ひ

したり、制
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限
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しょう
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のない人
ひと
には付
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件
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る人
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めら
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にゅう

会
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を断
ことわ

っ
た。

　障
しょう

害
がい

があることを伝
つた

える
と、それを理

り

由
ゆう

にアパート
などの部

へ

屋
や

を貸
か

さなかった。
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　知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に説
せつ

明
めい

す
るときは、絵

え

や図
ず

なども使
つか

っ
てなるべく具

ぐ

体
たい

的
てき

に表
ひょう

現
げん

する。

　店
てん

舗
ぽ

の出
で

入
い

り口
ぐち

や店
てんない
内の段

だん

差
さ

を解
かい

消
しょう

する。

　聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に、筆
ひつ

談
だん

や手
しゅ

話
わ

など音
おん

声
せい

以
い

外
がい

の方
ほう

法
ほう

で
コミュニケーションをとる。
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てん

舗
ぽ
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じ

業
ぎょう

所
しょ

内
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の通
つう

路
ろ

の
幅
はば

を広
ひろ

くし、車
くるま

いすの利
り

用
よう

者
しゃ

でも移
い

動
どう

しやすいようにする。
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しょう

害
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のある人
ひと
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ひ

労
ろう
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張
ちょう
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慮
りょ
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ま

仕
じ

切
き

りや休
きゅう

憩
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スペースを設
もう

ける。
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ちょう

時
じ

間
かん

立
た

ったままで待
ま

つこ
とが困
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なん

な人
ひと
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囲
い

の
理
り

解
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を得
え
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用
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のある人
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よ

み
上
あ

げながら説
せつ

明
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字
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が

名
な

をつけたりする。
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しょうがい さべつ

あまがさき

はたら く

ひと

　障
しょう

害
がい

がある人
ひと

に対
たい

しては、
差
さ

別
べつ

や偏
へん

見
けん

を持
も

つことなく、
正
ただ

しく理
り

解
かい

して接
せっ

しましょう。

　困
こま

っている様
よう

子
す

の障
しょう

害
がい

のあ
る人

ひと

には、手
て

伝
つだ

いが必
ひつ

要
よう

か尋
たず

ねてから、協
きょう

力
りょく

を申
もう

し出
で

ま
しょう。
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達
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障
しょう

害
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がある人
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すとき
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ていねいに」話
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しましょう。
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合
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こ

人
じん

差
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があること
を理
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解
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して、無
む

理
り

に急
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がせな
いようにしましょう。
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扱
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い 合
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理
り
的
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配
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りょ
の提
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供
きょう
※1

国
くに
の行

ぎょう
政
せい
機
き
関
かん
・地

ち
方
ほう
公
こう
共
きょう
団
だん
体
たい
など 禁

きん
止
し

法
ほう
的
てき
義
ぎ
務
む

民
みん
間
かん
事
じ
業
ぎょう
者
しゃ
など※2 禁

きん
止
し

努
ど
力
りょく
義
ぎ
務
む

※１　�合
ごう
理
り
的
てき
配
はい
慮
りょ
は、行

ぎょう
政
せい
活
かつ
動
どう
のほか、教

きょう
育
いく
、医

い
療
りょう
、公
こう
共
きょう
交
こう
通
つう
など幅

はば
広
ひろ
い分

ぶん
野
や
が対

たい
象
しょう
となり、さまざ

まな配
はい
慮
りょ
が求
もと
められます。

※２　個
こ

人
じん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

や NPO法
ほう
人
じん
など非

ひ
営
えい
利
り
事
じ
業
ぎょう
者
しゃ
も含
ふく
まれます。
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障
しょう
害
がい
を理

り
由
ゆう
とする差

さ
別
べつ
で困

こま
ったときの相

そう
談
だん
窓
まどぐち
口


